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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
62　
か
き
氷
屋
さ
ん

　
氷
を
細
か
く
削
り
、
シ
ロ
ッ
プ
や
果
物
な
ど
を
の
せ
た
か
き
氷

を
作
っ
て
販
売
す
る
仕
事
で
す
。
最
近
は
、
ふ
わ
ふ
わ
の
氷
や
季

節
の
果
物
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
写
真
を
撮
り
た
く
な
る

見
た
目
の
工
夫
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
も
仕
事
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）
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第
３
回
定
例
会

第
３
回
定
例
会

令
和
８
年

令
和
８
年

　
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
各
会
計

決
算
、
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
市
立
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
市
長
の
給
料

の
減
額
に
関
す
る
条
例
な
ど
が
市
議
会
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
、
市
長
提
出
議
案
29
件
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
９

29
９

総 括 質 疑
た
。

　
推
進
体
制
は
、
公
募
市
民

に
よ
る
市
民
企
画
会
議
や
各

団
体
代
表
に
よ
る
実
行
委
員

　
市
民
企
画
会
議
か
ら
の
提

案
事
業
で
は
、
会
議
メ
ン
バ

ー
の
ほ
か
、
地
域
の
音
楽

家
・
包
括
連
携
協
定
締
結
大

業
を
推
進
し
た
結
果
、
推
進

方
針
に
掲
げ
ら
れ
た
市
へ
の

愛
着
の
醸
成
、
市
民
・
行
政

等
の
一
体
感
の
醸
成
、
ま
ち

づ
く
り
の
機
運
醸
成
が
図
ら

れ
た
。
今
後
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
力
の
向
上
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　
現
状
と
条
例
改
正
の
狙

い
は
。

　
現
状
と
し
て
は
、
行
政

手
続
の
全
１
２
８
２
件
の
内
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
対
応
は
１
１ 

８
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
条
例
を
改
正

し
、
対
象
根
拠
を
条
例
・
規

則
か
ら
告
示
・
要
綱
等
を
含

む
規
定
全
般
へ
拡
大
す
る
こ

と
に
よ
り
、
手
数
料
等
の
電

子
納
付
を
含
め
た
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
の
拡
充
と
業
務
効
率

化
を
推
進
す
る
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算

市
税
収
入
は
増
額

　
市
税
収
入
の
状
況
と
主

な
増
収
要
因
は
。

　
市
税
全
体
で
は
、
現
年

課
税
分
調
定
額
と
し
て
、
約

13
億
２
６
０
０
万
円
の
増
額

と
な
っ
た
。
個
人
市
民
税
は

約
8
億
７
７
０
０
万
円
の
増

額
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
生

産
年
齢
人
口
の
増
加
に
伴
う

納
税
義
務
者
の
増
加
や
、
賃

上
げ
等
の
影
響
に
よ
る
給
与

所
得
者
の
収
入
増
加
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
法
人
市
民
税
は
、
約
８
千 

万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。
医

療
・
福
祉
・
情
報
通
信
業
で

会
が
設
置
さ
れ
、
企
画
・
広

報
等
の
検
討
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
選
定
等
が
進
め
ら
れ
た
。

学
・
行
政
等
が
協
働
で
準
備

や
当
日
の
運
営
や
広
報
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
結
成
さ
れ
た
市
民
合
唱
団

は
公
演
後
も
継
続
し
て
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
、

み
ん
な
で
第
九
を
歌
う
、
ふ

じ
み
野
市
産
の
お
酒
の
製
造
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
記
念
給
食

提
供
の
3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
施
さ
れ
、
幅
広
い
主
体
・

市
民
の
参
画
を
得
た
。

　
効
果
と
し
て
は
、
市
民
と

行
政
等
が
一
体
と
な
っ
て
事

減
額
が
あ
っ
た
も
の
の
、
建

設
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い

て
大
手
企
業
の
業
績
が
好
調

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　
固
定
資
産
税
は
、
約
３
億 

９
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
住
宅
や
大
規

模
倉
庫
の
新
築
等
に
よ
る
増

加
と
企
業
の
設
備
投
資
額
が

減
価
償
却
分
を
上
回
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
都

市
計
画
税
は
、
約
５
４
０
０ 

万
円
の
増
額
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
固
定
資
産
税
と
同
様

に
、
家
屋
の
新
築
等
に
伴
う

増
額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
財
政
健
全
性
の
指
標
の

動
き
と
評
価
は
。

　
令
和
７
年
度
決
算
の
経

常
収
支
比
率
は
98
・
３
％
と

な
り
、
令
和
６
年
度
と
比
較

し
て
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
た
。
人
件
費
や
物
件
費
等

の
経
常
経
費
が
増
加
し
た
も

の
の
、
経
常
収
入
の
増
額
が

上
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
将
来
負
担
比
率
は
、
マ
イ

ナ
ス
を
維
持
し
て
お
り
、
充

当
可
能
な
財
源
が
将
来
負
担

額
を
上
回
っ
て
い
る
。

市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

　
事
業
の
実
施
結
果
と
効

果
は
。

　
市
主
催
事
業
は
37
事
業

を
実
施
し
、
約
２
万
４
千
人

が
参
加
し
た
。

　
連
携
事
業
は
27
事
業
を
実

施
し
、
約
28
万
人
が
参
加
し

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青

藍

会	

板
倉　
　
篤�

議
員

チ
ー
ム
ふ
じ
み
野	

鈴
木
啓
太
郎�

議
員

公

明

党	

鈴
木　
美
恵�

議
員

日
本
共
産
党	

塚
越　
洋
一�

議
員

会
派
外
の
議
員	

民
部　
佳
代�

議
員

令 和 ７ 年 度　
一 般 会 計

歳入歳入 …増減した主なもの

歳出歳出 …増減した主なもの

決算の特徴
※万円未満四捨五入

※端数処理の結果、数値が一致しない部分があります。

市民税
令和７年度� 91億4,262万円
対前年度比� 9億5,212万円

固定資産税
令和７年度� 75億3,981万円
対前年度比� 3億751万円

国庫支出金
令和７年度� 104億3,953万円
対前年度比� 7億3,400万円

市債
令和７年度� 44億340万円
対前年度比� 22億1,585万円

人件費
令和７年度� 64億6,083万円
対前年度比� 3億2,024万円

扶助費
令和７年度� 153億5,905万円
対前年度比� 8億1,189万円

公債費
令和７年度� 43億9,034万円
対前年度比� 1億4,539万円

普通建設事業費
令和７年度� 75億8,574万円
対前年度比� 29億1,193万円

歳 入 決算総額　554億4,264万円

歳 出 決算総額 525億7,929万円

前年度対比 11.3％増（56億2,934万円）

翌年度へ繰り越すべき財源　6億3,409万円

歳入歳出差引額歳入歳出差引額
28億6,335万円28億6,335万円

実質収支額
22億2,926万円前年度対比 11.6％増（54億5,619万円）

市
誕
生
市
誕
生
2020
年
か
ら
年
か
ら

　
　
将
来
を
見
据
え
て

　
　
将
来
を
見
据
え
て
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市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
、
市
内
で
採
れ
た
米
を
使
っ
た
地
酒
で
あ
る
河

岸
の
蔵
が
製
造
さ
れ
、
海
中
熟
成
酒
も
造
ら
れ
ま
し
た
。
事
業
内
容
や
効
果

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
進
路
選
択

支
援
事
業
が
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
績
と
成
果
、
今
後
の

支
援
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
総
合
相
談
で
は
、
法
的
な
手
続
や
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
、
日
常
生
活
の

様
々
な
悩
み
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
年
金
・
労
働
相
談
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
度
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
、
動
画
広
告
の

展
開
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
視
聴
回
数
な
ど
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
事
業

子
ど
も
の
進
路
選
択
支
援
事
業

市
民
相
談
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
運
営
事
業

決 算 審 査 決 算 審 査

観光協会
地酒造りプロジェクト

古
ふる

川
かわ

 惣
そう

一
いち

さん

市生活福祉課副課長
田
た

中
なか

　裕
ひろ

樹
き

さん

わたしもひと言

わたしもひと言

　近隣市町には地酒があります。ふじ
み野市でも地産地消でお酒が造れたら
の思いから、地酒を造りました。市内
産の米「彩のきずな」100％使用です。
かつて福岡河岸にありました回漕問屋
の土蔵のイメージで「河

か

岸
し

の蔵
くら

」の名
前がつけられました。地元の皆様に愛
される酒となってくれると良いです。

　ケースワーカーも日中の家庭訪問
では子どもと直接話す機会が得にく
いです。子どもの支援に長けた専門
の支援員が直接家庭訪問を行い、信
頼関係を形成します。大人と日常的
に関わり、将来像を考える機会を提
供しています。そのことにより、子
どもが自分にも可能性があると意識
転換できる点が大きな効果です。

市
誕
生
20
周
年
で
地
酒
を
製
造

子
ど
も
の
可
能
性
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

学
習
・
進
路
支
援

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
・
労
働
相
談
を
実
施

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
魅
力
発
信

　
市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
て
造
っ
た

地
酒
、
河
岸
の
蔵
の
実
績
は
。

　
市
内
産
米
１
０
０
％
で
１
５
０
０
本

を
醸
造
し
、
う
ち
６
０
０
本
を
、
静
岡
県

下
田
市
の
海
底
に
沈
め
海
中
熟
成
し
た
。

酒
販
店
や
飲
食
店
で
販
売
・
提
供
し
、
令

和
７
年
12
月
に
完
売
し
た
。
「
非
常
に
お

い
し
か
っ
た
」
「
海
中
熟
成
酒
を
初
め
て

見
た
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　
令
和
７
年
度
の
課
題
を
踏
ま
え
、
今

後
の
展
開
は
。

　
令
和
８
年
度
は
２
３
０
０
本
を
醸
造
、

大
型
店
２
店
舗
、
50
店
舗
以
上
の
飲
食
店

で
提
供
し
て
い
る
。
産
業
ま
つ
り
や
環
境

フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
販
売
、
周

知
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
支
援
の
内
容
と
実
績
は
。

　
専
門
の
支
援
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、

学
習
や
生
活
環
境
の
改
善
、
進
路
選
択
、

奨
学
金
の
活
用
な
ど
を
助
言
す
る
。
令
和

7
年
度
は
対
象
者
49
人
の
う
ち
41
人
が
登

録
し
、
37
人
に
学
習
支
援
を
開
始
し
た
。

　
進
学
や
就
職
に
つ
な
が
っ
た
成
果
は
。

　
高
校
生
9
人
の
う
ち
5
人
が
進
学
し
、

2
人
が
就
職
し
た
。
福
祉
資
金
貸
付
手
続

の
支
援
で
、
専
門
学
校
に
入
学
し
た
事
例

も
あ
る
。
進
路
情
報
の
共
有
は
保
護
者
へ

の
支
援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
支
援
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
か
。

　
短
期
間
で
成
果
を
得
る
こ
と
は
難
し

く
、
長
期
的
な
信
頼
関
係
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
。

　
小
学
校
高
学
年
か
ら
支
援
員
と
の
関
係

を
築
き
本
人
の
自
主
性
を
十
分
に
尊
重
し

な
が
ら
将
来
の
夢
を
と
も
に
描
き
、
そ
の

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
専
門
相
談
の
実
績
と
、

相
談
者
か
ら
の
声
は
。

　
年
金
・
労
働
相
談
を
、
市
役
所
本
庁

で
毎
月
第
２
火
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
は
12
回
実
施
し
、
33
人
が
利

用
し
た
。
相
談
員
が
と
て
も
親
切
で
、
丁

寧
に
説
明
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た
、
特
に

障
害
年
金
や
傷
病
手
当
に
つ
い
て
相
談
者

か
ら
は
、
年
金
事
務
所
に
行
か
な
く
て
も

相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　
１
回
の
相
談
で
何
人
程
度
の
予
約
を

受
け
ら
れ
る
の
か
。

　
午
前
中
の
2
時
間
で
、
１
人
当
た
り

30
分
の
４
枠
と
な
っ
て
い
る
。

　
年
間
で
48
枠
だ
が
、
実
績
は
33
人
と

な
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
あ
る

の
か
、
す
ぐ
に
相
談
を
受
け
ら
れ
る
状
況

か
。

　
ど
の
よ
う
な
広
告
展
開
を
し
た
の
か
。

　
テ
レ
玉
の
デ
ー
タ
放
送
や
Ｐ
Ｒ 

Ｔ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
民
間
企
業
の
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
広
告
を
行
っ
た
。

　
県
が
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
、
Ｐ

Ｒ 

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
を
無
償
で
活
用
し
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
実
績
は
。

　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
で
１
日
２
回
の
Ｃ
Ｍ
放

映
や
、
池
袋
の
副
都
心
線
改
札
前
の
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
1
ヵ
月
間
一
括
ジ
ャ

ッ
ク
し
た
ほ
か
、
市
近
郊
の
ス
シ
ロ
ー
４

店
舗
、
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
に
て

動
画
を
放
映
し
た
。

　
事
業
の
政
策
効
果
は
。

　
実
施
し
た
時
期
に
合
わ
せ
て
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
掲
載
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
動
画
視
聴
回
数
が
増
え
た
。
各
所
の

広
告
に
合
わ
せ
視
聴
回
数
が
増
え
、
効
果

　
開
始
当
初
の
４
月
、
５
月
は
周
知
が

行
き
届
か
ず
、
相
談
枠
が
埋
ま
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
８
月
以
降
は
４
枠
全
て
予

約
が
入
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
ど
う
し
て
も
当
日
来
ら
れ
な
い
人
も
い

る
が
、
１
ヵ
月
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な

状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

も
実
証
で
き
た
。

　　

市役所で専門家に相談できる

市ホームページのバナー

実
現
に
向
け
て
継
続
し
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
霞
ケ
丘
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
閉
室
さ
れ
る

予
定
で
す
。
上
野
台
、
大
井
の
両
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
や
目
標
に
つ
い
て
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
旧
大
井
商
工
会
館
の
改
修
に
向
け
、
外
壁
や
屋
上

防
水
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
工
事
費
を
含
む
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
集
約
化
に
よ
る

子
育
て
支
援
の
充
実

旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
改
修
で

利
便
性
向
上
へ

市
立
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
集
約
に
よ
り
上
野
台
、
大
井
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
体
制
に
変
更
は
。

　
現
在
、
両
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
体
制
を
変
え
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　
両
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の

拡
充
は
。

　
霞
ケ
丘
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
さ
れ
て
い
た
人
材
を
、
両
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
実
施
の
拡
充
・

充
実
に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
利
用
者
へ
の
周
知
は
。

　
上
野
台
、
大
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
引
き
続
き
利
用
で
き
る
こ
と
を
お
話

し
し
た
い
。

　
ま
た
、
霞
ケ
丘
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
近
く
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
1

階
に
子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
が
あ
り
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
講
座
、
相
談
も
受
け

　
主
な
改
修
内
容
は
。

　
旧
大
井
商
工
会
館
の
間
仕
切
り
の
設

置
を
行
う
ほ
か
、
旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

施
設
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
屋
上
防
水
の
工
事
、

外
壁
改
修
、
施
設
裏
面
の
階
段
の
撤
去
作

業
、
ま
た
ト
イ
レ
の
改
修
も
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
設
計
業
務
、
部
屋
の
間
仕
切
り
、
足

場
の
設
置
は
今
年
度
中
に
行
う
。
繰
越
し

に
よ
り
２
年
か
け
、
令
和
９
年
２
月
、
３

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
施
設
裏
面
の
階
段
を
撤
去
す
る
理
由

は
。

　
老
朽
化
し
危
な
い
こ
と
と
、
今
回
の

改
修
工
事
に
も
影
響
す
る
た
め
撤
去
す
る
。

消
防
本
部
か
ら
は
、
ほ
か
に
避
難
経
路
が

確
保
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
撤
去
は

問
題
な
い
と
の
回
答
を
も
ら
っ
た
。

て
い
る
こ
と
を
案
内
す
る
。

　
出
前
子
育
て
サ
ロ
ン
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
違
い
は
。

　
出
前
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
相
談
だ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
考
え

て
い
る
。

　
間
仕
切
り
後
に
空
く
部
屋
は
、
貸
室

と
し
て
利
用
す
る
の
か
。

　
現
時
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
利
用
か

ま
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
様
々
な
活
用

方
法
が
あ
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

条例改正
賛成多数で可決

補正予算
賛成多数で可決

さらに親しまれる施設へ

閉室予定の霞ケ丘子育て支援センター

　市税の不納欠損額が減少し、時効による不納欠
損がなかったことを評価する。生活保護世帯の子
どもの進路選択支援事業では支援が始まり、進学
等の成果も確認できた。元気・健康マイレージ事
業では新規参加者が増え、GIGAスクールでも端
末活用が伸びた。事業の実施だけで終わらず、成
果を数字で検証し、次の改善につなげる行政運営
を期待する。

成果を数字で検証し、次の改善へ
会派に属さない議員　金濵 高顕 議員

反
対
賛
成

　がん患者や医療的ケア児に対する事業など、市
民に寄り添う事業を行った。
　資材高騰等の中でも公共工事は計画通り完了し
た。一部手続の瑕疵はあったが、市民の財政的負
担はない。上野台小学校用地取得も優位な価格で
実現した。
　金利上昇を見据え利子負担を抑制、基金も約6
割が現金であり損切りリスクはなく健全である。

市民に寄り添い将来を見据えた決算
会派に属さない議員　民部 佳代 議員

反
対
賛
成

　令和7年度決算は、税収増や収納率向上、RPA
による業務効率化に加え、子育て・福祉・防災な
どで一定の成果が見られた。今後も財源を有効活
用し、市民サービスの充実と持続可能な財政運営
につなげることを期待する。
　なお、議決前着工という重大な問題については
再発防止策の徹底と実効性の検証を強く求め、決
算認定に賛成する。

市民生活を支え将来に備える決算
青藍会　板倉 篤 議員

反
対
賛
成

　下福岡城山公園の土地購入では、必要性や価格
の妥当性について説明が尽くされていない。福岡
中学校工事など16件に及んだ議決・契約抜きの
工事着手では、全容や責任の所在が明らかになっ
ていない。さらに、約56億円の基金の債券運用
では、長期保有による流動性やリスク管理に課題
がある。市民の財産を守るため、適正な手続、十
分な検証と説明責任を求める。

適正な手続と説明責任を
チームふじみ野　鈴木 啓太郎 議員

反
対

　物価高騰で苦しい市民生活を支援するための対
策が国からの財源枠の範囲にとどまり、市独自の
財源投入が極めて不十分である。なんのための基
金なのか。
　工事契約変更の法律違反を含む決算は承認でき
ない。行き過ぎた民営化により採算と利益が優先
され、安定的継続性が危うくなっている。公共を
取り戻すことが喫緊の課題だ。

市民生活支援の物価高騰対策不十分
日本共産党　塚越 洋一 議員

反
対
反
対

賛
成

　実質収支は約22億3千万円の黒字、財政調整基
金残高は約36億5600万円で、収納率は約99.6％
となり、財政は安定している。一方、経常収支比
率は98.3％と高く、将来負担への備えが重要で
ある。物価高騰対応をはじめ、子育て・教育、防
犯・防災、環境、公共施設整備など市民生活に必
要な分野の事業推進と市誕生20周年記念事業を
評価し、持続可能な財政運営を求める。

持続可能な市政を支える財政運営を
公明党　鈴木 美恵 議員

賛
成

令和７年度

一般会計決算討論

議 案 審 議

賛成多数で可決
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市政市政をを
問問うう !!
　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、17 人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（11 月下旬掲載予定）
　各議員の二次元コードから、それぞれの一般質問の録画放映を視聴できます。

一般
質問

　
２
０
２
５
年
、
苫
小
牧

市
で
議
会
最
大
会
派
の
議
員

の
質
問
に
対
し
て
、
市
が
発

言
原
稿
を
作
成
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し

た
。
議
員
の
議
会
で
の
発
言

原
稿
作
成
の
有
無
に
つ
い
て

う
か
が
う
。

　
市
職
員
が
、
議
会
で
の

議
員
の
発
言
原
稿
を
作
成
す

る
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

議
決
な
し
工
事
指
示	

時
の
金
額
合
意

　
国
の
設
計
変
更
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
指
示
書

に
て
工
事
の
指
示
を
出
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
金
額
の
合

意
は
あ
っ
た
か
。

　
火
災
場
所
が
避
難
経
路

上
に
あ
っ
た
場
合
の
訓
練
は
。

　
消
防
法
に
基
づ
く
各
学

校
の
消
防
計
画
に
の
っ
と
り
、

出
火
場
所
を
変
え
て
避
難
経

路
の
一
部
が
使
用
不
可
に
な

る
状
況
や
管
理
職
が
不
在
の

場
面
を
想
定
す
る
な
ど
、

様
々
な
条
件
を
意
図
的
に
設

定
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

　
教
職
員
の
救
助
器
具
操

作
訓
練
は
。

　
操
作
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
学
校
や
同
種
の
形
式
の

救
助
器
具
が
あ
る
学
校
で
訓

練
を
実
施
す
る
際
に
、
別
の

学
校
の
教
員
も
参
加
し
使
用

手
順
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
の
避
難
訓
練

　
火
災
場
所
が
避
難
経
路

上
に
あ
っ
た
場
合
の
訓
練
は
。

　
避
難
経
路
上
を
含
め
た

火
災
場
所
を
想
定
し
た
、
目

的
や
狙
い
に
応
じ
た
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。

　
工
事
の
単
価
の
額
の
記

載
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
教
育

　
本
市
の
学
生
、
若
者
、

事
業
者
、
被
雇
用
者
、
定
年

後
の
住
民
に
、
年
齢
を
問
わ

ず
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
よ

う
な
国
際
標
準
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
教
育
を
提
供
し
た
り
、

経
済
社
会
で
生
き
抜
い
て
い

く
上
で
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
教
育
を
行
う
考
え
は
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
教
育

は
、
企
業
の
利
益
追
求
や
個

人
の
経
済
的
価
値
向
上
が
根

底
に
あ
り
、
社
会
教
育
に
組

み
込
む
こ
と
に
は
慎
重
に
研

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
市
職
員
の
救
助
器
具
操

作
訓
練
は
。

　
公
共
施
設
で
発
生
す
る

火
災
事
案
を
想
定
し
、
専
門

業
者
の
協
力
を
得
た
職
員
訓

練
の
実
施
に
向
け
て
、
市
包

括
管
理
業
務
委
託
業
者
と
協

議
し
て
い
る
。

坪
田　
敏
孝 

議
員

行
政
に
よ
る
議
員
の

発
言
原
稿
作
成　

野
口　
一
也 

議
員

学
校
施
設
の

避
難
訓
練

令和８年第３回定例会の提出議案等と審議結果
●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果
第63号	
議 　 案

令和８年度ふじみ野市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第１号） 可　決 第78号	

議 　 案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決

第64号	
議 　 案

令和８年度ふじみ野市水道事業会計補正
予算（第１号） 可　決 第79号	

議 　 案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決

第66号	
議 　 案

令和７年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について 認　定 第80号	

議 　 案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決

第67号	
議 　 案

令和７年度ふじみ野市介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について 認　定 第81号	

議 　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第70号	
議 　 案

令和７年度ふじみ野市下水道事業会計決算
の認定について 認　定 第82号	

議 　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第71号	
議 　 案

ふじみ野市情報通信技術を活用した行政の
推進に関する条例の一部を改正する条例 可　決 第83号	

議 　 案 教育委員会委員の任命について 同　意

第72号	
議 　 案

ふじみ野市認可地縁団体印鑑条例の一部を
改正する条例 可　決 第84号	

議 　 案
固定資産評価審査委員会委員の選任の承認
を求めることについて 承　認

第75号	
議 　 案

文化施設（上福岡西公民館分）大規模改修
工事請負変更契約の締結について 可　決 第85号	

議 　 案 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

第76号	
議 　 案

ふじみ野市運動公園野球場改修工事請負
変更契約の締結について 可　決 第86号	

議 　 案 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

第77号	
議 　 案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決 第87号	

議 　 案 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

●賛否が分かれた議案等� 〇：賛成　　×：反対    

議
案
等
番
号

議案等名
議
決
結
果

青　藍　会 チームふじみ野 公明党
日
本
共
産
党

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

野
口　
一
也

田
中　
早
苗

川
島　
秀
男

前
田　
広
子

鈴
木　
宏
樹

板
倉　
　
篤

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

小
林　
久
美

坪
田　
敏
孝

近
藤　
善
則

原
田　
雄
一

鈴
木
啓
太
郎

古
越　
孝
子

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

床
井　
紀
範

塚
越　
洋
一

金
濵　
高
顕

民
部　
佳
代

第60号	
議 　 案

令和８年度ふじみ野市一般会計補正
予算（第３号）

可
決○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第61号	
議 　 案

令和８年度ふじみ野市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

可
決○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第62号	
議 　 案

令和８年度ふじみ野市介護保険特別
会計補正予算（第１号）

可
決○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第65号	
議 　 案

令和７年度ふじみ野市一般会計歳入
歳出決算の認定について

認
定○○○○○○議

長○○×××××○○○××○○

第68号	
議 　 案

令和７年度ふじみ野市後期高齢者医
療事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

認
定○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第69号	
議 　 案

令和７年度ふじみ野市水道事業会計
決算の認定について

認
定○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第73号	
議 　 案

ふじみ野市立子育て支援センター条
例の一部を改正する条例

可
決○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第74号	
議 　 案

ふじみ野市立東原小学校校舎大規模
改造工事請負契約の締結について

可
決○○○○○○議

長○○○×××○○○○○○○○

第88号	
議 　 案 市長の給料の減額に関する条例

可
決○○○○○○議

長○○×××××○○○○○○○

動 　 議
市長が全員協議会で述べた議決前に
工事した例が数件あったという件に
ついて緊急質問を求める動議

否
決××××××議

長××○○○○○×××○○××

動 　 議
市ホームページに公表された変更契
約に係る不適切な事務執行16件に
ついて調査特別委員会設置を求める
動議

否
決××××××議

長××○○○○○×××××××

※議長は採決には加わっていません。

金額の記載がない、中学
校追加工事の現場連絡票

（令和8年3月3日）

関係機関と連携した避難訓練
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市
内
の
実
態
、
課
税
で

き
て
い
な
い
額
は
。

　
相
続
人
不
存
在
が
確
定

し
て
い
る
不
動
産
所
有
者
は

27
名
、
相
続
人
等
調
査
中
の

不
動
産
所
有
者
は
８
名
の
合

計
35
名
と
な
っ
て
い
る
。
固

定
資
産
税
で
約
１
０
３
万
円
、

都
市
計
画
税
で
約
23
万
円
が

課
税
保
留
と
な
っ
て
い
る
。

　
財
産
管
理
制
度
を
活
用

し
た
不
動
産
の
適
正
管
理
の

取
り
組
み
は
。

　
空
家
対
策
の
観
点
か
ら

令
和
８
年
度
よ
り
相
続
財
産

清
算
人
制
度
も
活
用
し
て
解

決
を
図
っ
て
い
く
。

サ
ク
ラ
等
の
樹
木
の	

害
虫
被
害

　
公
共
施
設
に
お
い
て
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被
害

が
確
認
さ
れ
た
事
例
は
。

　
7
月
末
の
公
共
施
設
安

全
点
検
週
間
に
合
わ
せ
て
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

西
原
小
学
校
、
元
福
小
学
校
、

上
野
台
小
学
校
、
大
井
東
中

学
校
、
弁
天
橋
付
近
で
の
被

害
が
確
認
さ
れ
た
。

　
国
や
県
の
財
政
支
援
の

活
用
状
況
は
。　

　
現
時
点
で
の
活
用
は
な

い
が
、
今
後
県
の
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
推
進
事
業
補

助
金
を
活
用
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

　
民
有
地
で
の
防
除
に
対

す
る
支
援
は
。

　
市
が
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
薬
剤
を
散
布
す
る
場

合
に
つ
い
て
支
援
が
で
き
る

こ
と
を
県
に
確
認
し
て
い
る
。

一 般 質 問 一 般 質 問

　
地
域
防
災
計
画
上
の
広

域
避
難
及
び
要
支
援
者
支
援

の
位
置
付
け
は
。

　
市
内
で
の
指
定
避
難
所

の
確
保
が
困
難
な
場
合
に
広

域
避
難
を
検
討
す
る
。
県
外

の
自
治
体
と
も
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
、
災
害
状
況
に

応
じ
、
広
域
的
な
連
携
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
要
支
援
者
支
援
の
位
置
付

け
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

乳
幼
児
、
外
国
人
そ
の
他
特

に
配
慮
を
要
す
る
者
の
う
ち
、

災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難

な
者
で
あ
る
。

　
災
害
関
連
死
の
未
然
防

　
無
料
市
民
相
談
の
利
用

状
況
と
課
題
は
。

　
令
和
７
年
度
の
相
談
件

数
は
１
７
３
７
件
で
、
相
談

内
容
の
傾
向
は
、
弁
護
士
相

談
・
行
政
書
士
に
よ
る
生
活

総
合
相
談
・
女
性
の
た
め
の

Ｄ
Ｖ
総
合
相
談
な
ど
が
多
く
、

最
も
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
は
、

相
続
に
関
す
る
相
談
で
あ
る
。

　
課
題
は
、
来
庁
が
困
難
な

相
談
者
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
市

民
相
談
の
導
入
の
考
え
は
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
メ

リ
ッ
ト
や
課
題
を
十
分
に
整

理
し
、
課
題
の
解
決
な
ど
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
入
り
口
と
し
て
活
用

し
て
は
。

　
今
後
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン

の
機
能
拡
充
に
よ
り
、
最
大

20
ボ
タ
ン
ま
で
大
幅
に
表
示

　
未
接
種
の
中
学
2
・
3

年
生
に
、
改
め
て
個
別
に
情

報
を
届
け
る
考
え
は
。

　
他
自
治
体
の
取
り
組
み

等
も
参
考
に
し
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
情
報
発
信
の
在
り

方
を
検
討
す
る
。

20
価
肺
炎
球
菌
の	

市
独
自
助
成

　
定
期
接
種
の
対
象
と
な

ら
な
い
高
齢
者
へ
の
市
独
自

助
成
は
。

　
現
在
、
考
え
て
い
な
い
。

国
の
動
向
等
を
注
視
し
、
効

果
的
か
つ
持
続
可
能
な
保
健

事
業
の
在
り
方
を
研
究
す
る
。

　
避
難
所
生
活
が
長
期
化

し
た
場
合
、
生
活
環
境
の
向

上
に
向
け
た
備
蓄
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
本
市
で
は
、
折
り
畳
み

式
簡
易
ベ
ッ
ド
５
０
０
基
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
１
０
０
基
、

エ
ア
マ
ッ
ト
５
２
０
０
枚
、

ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
20
基
、

併
せ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

１
６
６
基
、
テ
ン
ト
４
２
５

基
備
蓄
し
、
令
和
７
年
度
に

は
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導

入
し
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　
民
間
企
業
と
の
防
災
協

定
の
概
要
は
。

　
災
害
時
や
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

　
金
融
教
育
に
つ
い
て
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の

9
年
間
を
通
し
て
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
学
び
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
学
習
指
導
要
領
に
沿
い
、

お
金
や
金
融
に
つ
い
て
継
続

的
、
体
系
的
に
授
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　
義
務
教
育
を
終
え
る
と

き
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ

う
な
人
に
育
っ
て
い
て
ほ
し

い
と
考
え
る
か
。

　
自
分
の
人
生
に
軸
を
持

っ
て
生
き
方
を
高
め
、
ふ
じ

み
野
市
が
大
好
き
で
、
温
か

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
自
分

も
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ
う

止
の
考
え
は
。

　
避
難
所
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
や
衛
生
管
理
、
避
難

生
活
の
長
期
化
に
伴
う
健
康

悪
化
や
災
害
関
連
死
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
は
新
た
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
自
助
に
よ
る
分
散
・
広

域
避
難
後
の
支
援
は
。

　
災
害
時
に
避
難
者
が
安

心
し
て
避
難
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
分
散
・
広
域
避
難
に

対
す
る
支
援
方
法
を
、
検
討

し
て
い
く
。

災
害
後
の
子
ど
も
の	

心
の
ケ
ア
の
充
実

　
学
校
現
場
に
お
け
る
ケ

ア
体
制
は
。

　
市
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
専
門
職
を
学
校

へ
派
遣
し
、
児
童
・
生
徒
へ

の
直
接
的
な
ケ
ア
を
行
い
、

教
職
員
や
関
係
機
関
と
の
連

携
が
で
き
る
よ
う
組
織
的
に

支
援
し
て
い
く
。

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
画
面
へ
ア

ク
セ
ス
す
る
な
ど
、
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
防
災
・
災
害
情
報
と
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
連
携
は
。

　
利
用
者
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
緊
急
性
の
高
い
情
報

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
と
連
携
し
、
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
知
さ
れ
る
よ
う

に
し
、
防
災
や
災
害
情
報
の

通
知
手
段
と
し
て
も
活
用
が

広
が
る
と
考
え
る
。

成
年
後
見
制
度	

見
直
し
へ
の
対
応

　
中
核
機
関
の
さ
ら
な
る

充
実
に
向
け
た
相
談
や
連
携

は
。

　
本
人
の
意
思
や
生
活
状

況
、
支
援
の
必
要
性
を
確
認

し
、
制
度
を
必
要
と
す
る
人

を
早
期
に
発
見
し
、
相
談
に

つ
な
げ
、
適
切
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

働
く
学
び
で
闇
バ
イ
ト

防
止

　
専
門
家
に
よ
る
出
前
講

座
等
を
活
用
し
、
働
く
こ
と

を
学
ぶ
機
会
を
充
実
し
て
は
。

　
弁
護
士
や
税
理
士
等
の

専
門
家
に
よ
る
出
前
講
座
を

実
施
し
、
働
く
意
義
、
労
働

者
の
権
利
や
義
務
、
ア
ル
バ

イ
ト
等
の
ト
ラ
ブ
ル
、
お
金

の
使
い
方
等
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
。

株
式
会
社
シ
ー
ア
ー
ル
イ
ー

が
管
理
運
用
す
る
立
体
駐
車

場
を
車
両
の
一
時
退
避
場
所

と
し
て
提
供
い
た
だ
く
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
協
定

に
よ
り
特
に
風
水
害
時
に
お

い
て
、
近
隣
の
標
高
の
低
い

地
域
住
民
の
車
両
を
被
害
か

ら
守
る
事
前
退
避
が
可
能
と

な
る
。

不
登
校
問
題
と	

社
会
性
を
育
む
教
育

　
不
登
校
と
社
会
性
を
育

む
教
育
を
ど
う
両
立
さ
せ
て

い
く
か
。

　
不
登
校
傾
向
の
児
童
・

生
徒
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
、
教

育
相
談
室
で
の
適
応
指
導
教

室
、
各
中
学
校
に
さ
わ
や
か

相
談
員
の
配
置
等
を
し
て
、

最
終
的
に
教
室
復
帰
を
目
標

と
し
て
お
り
、
学
校
で
は
生

き
る
力
の
育
成
、
社
会
性
を

育
む
教
育
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
す
る
子
ど
も
を
一
人
で
も

多
く
育
て
た
い
。

消
防
車
や
救
急
車
が
入
り

に
く
い
道
路
へ
の
対
策

　
消
防
車
や
救
急
車
が
入

り
に
く
い
道
路
に
つ
い
て
消

防
本
部
と
情
報
共
有
し
、
道

路
整
備
の
優
先
順
位
の
判
断

材
料
に
し
て
は
。

　
こ
れ
ま
で
は
情
報
共
有

し
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は

消
防
本
部
な
ど
と
情
報
共
有

し
、
狭
あ
い
道
路
対
策
と
し

て
待
機
場
所
や
隅
切
り
用
地

の
用
地
取
得
を
計
画
す
る
際

の
判
断
材
料
に
す
る
。

板
倉　
篤 

議
員

所
有
者
不
明
土
地
等

の
適
正
管
理

田
中　
早
苗 

議
員

広
域
避
難
・
大
規
模

災
害
に
備
え
て

前
田　
広
子 

議
員

無
料
市
民
相
談
に

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
導
入
を

古
越　
孝
子 

議
員

Ｈ
Ｐ
Ｖ
個
別
情
報

提
供
の
充
実

川
島　
秀
男 

議
員

大
規
模
災
害
に
備
え
た

備
蓄
と
民
間
連
携

金
濵　
高
顕 

議
員

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育

防災協定に使われる
立体駐車場

市公式LINEが便利にリニューアル予定

体育館でも快適に過ごせるように

届いた案内が後押しに

害虫からサクラ咲く風景を守ろう

（イメージ写真）
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鈴
木　
宏
樹 

議
員

商
店
会
の
設
備
維
持

管
理

小
林　
久
美 

議
員

市
民
の
声
を

駅
前
整
備
に

床
井　
紀
範 

議
員

上
福
岡
駅
東
口
の

民
間
開
発

民
部　
佳
代 

議
員

文
化
施
設
に

楽
器
の
整
備

鈴
木　
美
恵 

議
員

ふ
く
し
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
の
周
知

　
街
路
灯
と
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
数
は
。

　
市
内
商
店
会
が
所
有
す

る
３
４
１
基
の
う
ち
、
不
具

合
が
あ
る
街
路
灯
59
基
を
確

認
し
て
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は
１
２
０
基

の
設
置
を
確
認
し
て
い
る
。

設
置
年
は
個
々
の
設
備
に
つ

い
て
正
確
な
設
置
時
期
を
把

握
し
て
い
な
い
。
年
間
の
維

持
管
理
で
は
電
気
料
、
保
険

料
、
設
備
の
修
繕
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
商
店
会
と
市
の
設
備
を

統
合
し
て
は
。

　
長
期
的
か
つ
持
続
可
能

な
形
で
維
持
管
理
が
で
き
る

仕
組
み
作
り
に
向
け
、
商
工

会
及
び
商
店
会
連
合
会
と
市

が
一
体
と
な
り
、
構
築
に
向

け
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

給
食
の
材
料
調
達
と	

持
続
可
能
性

　
お
い
し
い
学
校
給
食
を

守
る
た
め
に
は
。

　
一
年
を
通
し
て
物
価
高

騰
等
に
よ
る
食
材
価
格
へ
の

影
響
を
総
合
的
に
見
極
め
、

大
幅
な
食
材
購
入
費
の
不
足

が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
給
食

費
と
し
て
保
護
者
負
担
か
、

市
が
物
価
高
騰
分
を
負
担
か
、

慎
重
か
つ
適
切
に
判
断
す
る
。

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、

質
、
量
を
落
と
す
こ
と
な
く

安
全
安
心
な
給
食
を
継
続
的
、

持
続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う

適
切
に
取
り
組
む
。

　
民
間
開
発
で
東
武
ス
ト

ア
隣
接
道
路
が
５
・
５
ｍ
に

拡
幅
さ
れ
る
。
歩
行
者
や
車

の
動
線
と
安
全
確
保
は
。

　
幅
員
４
・
５
ｍ
の
緑
地

に
よ
る
歩
行
空
間
と
歩
道
橋

を
整
備
し
、
歩
車
分
離
の
歩

行
者
動
線
を
確
保
す
る
。

　
将
来
の
変
化
を
見
据
え
、

駅
前
整
備
に
可
変
性
を
持
た

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考

え
は
。

　
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

駅
舎
の
建
て
替
え
や
環
境
変

化
が
生
じ
た
際
に
は
、
そ
の

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
す
る
。

　
駅
前
広
場
の
整
備
で
、

市
民
や
駅
利
用
者
か
ら
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
る
考
え

は
。

　
現
段
階
で
は
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
よ
る
意
見
集
約

で
は
な
く
、
近
隣
商
店
街
、

鉄
道
事
業
者
、
埼
玉
県
警
な

ど
と
の
協
議
を
進
め
る
。
将

来
、
環
境
変
化
が
生
じ
た
際

　
交
通
動
線
は
、
周
辺
の

生
活
道
路
と
の
関
係
で
ど
う

変
わ
る
の
か
。

　
東
武
鉄
道
が
所
有
す
る

敷
地
内
通
路
は
、
車
が
通
り

抜
け
な
い
計
画
だ
が
、
敷
地

内
通
路
沿
い
に
幅
員
４
・
５

ｍ
の
緑
地
に
よ
る
歩
行
空
間

を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
事
業
者
に
よ
り

東
武
ス
ト
ア
か
ら
新
た
に
歩

道
橋
を
設
置
す
る
計
画
で
、

歩
道
橋
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
駅
改
札
か
ら
緑
地
に

よ
る
歩
行
空
間
へ
と
つ
な
が

る
計
画
と
な
る
。
北
野
・
大

原
方
面
の
住
民
や
新
た
に
建

　
来
夏
開
館
予
定
の
ス
テ

ラ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
に
設
置
予

定
の
楽
器
は
。

　
地
下
ホ
ー
ル
に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
、
隣
の
ス
タ
ジ
オ

に
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
と
電
子
ピ

ア
ノ
、
ま
た
多
目
的
ル
ー
ム

等
で
活
用
で
き
る
電
子
ピ
ア

ノ
を
設
置
予
定
で
あ
る
。

　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
３

階
多
目
的
ル
ー
ム
に
は
か
つ

て
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
っ

た
。
活
用
さ
れ
て
い
な
い
カ

フ
ェ
横
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
を
３
階
に
移
設
し
て
は
。

　
移
設
は
可
能
だ
が
、
利

用
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
柔
軟
に
検
討
す
る
。

　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
で

は
市
民
団
体
や
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
会
な
ど
が
行
わ

れ
る
が
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
や
マ

リ
ン
バ
な
ど
大
型
の
楽
器
は

運
搬
が
困
難
で
利
用
者
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
的

に
整
備
し
て
は
。

　
運
搬
の
負
担
は
認
識
し

　
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

人
、
複
合
的
な
困
り
ご
と
を

抱
え
る
人
の
相
談
を
受
け
と

め
支
援
す
る
、
ふ
く
し
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る

周
知
は
。

　
様
々
な
広
報
媒
体
を
活

用
し
、
見
や
す
く
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
と
、
地
域
の

身
近
な
場
所
で
相
談
に
つ
な

が
る
「
つ
な
が
る
相
談
窓

口
」
な
ど
の
周
知
を
図
る
。

　
さ
ら
に
様
々
な
機
会
に
、

ふ
く
し
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

が
困
り
ご
と
に
対
し
、
ま
ず
、

相
談
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
せ
る
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

に
は
、
意
見
聴
取
の
方
法
を

考
え
た
い
。

職
位
別
の
女
性
登
用	

計
画
を

　
副
課
長
級
38
・
５
％
だ

が
、
次
長
級
18
・
２
％
、
部

長
級
８
・
３
％
と
、
職
位
が

上
が
る
ほ
ど
低
下
し
て
い
る
。

副
課
長
級
以
上
の
一
括
し
た

目
標
で
は
な
く
職
位
別
の
登

用
計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
各
階
層
の
数
値
目
標
は
、

指
標
や
数
値
あ
り
き
の
配
置

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
慎

重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

設
さ
れ
る
共
同
住
宅
の
住
民

も
歩
車
分
離
さ
れ
る
歩
行
者

動
線
が
確
保
さ
れ
る
。

公
園
遊
具
の
充
実
と	

ボ
ー
ル
遊
び
を

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

を
積
極
的
に
導
入
・
拡
充
を
。

　
西
ノ
原
中
央
公
園
に
は

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
ボ
ー
ル
遊
び
が

で
き
る
公
園
を
。

　
今
後
も
考
え
て
い
く
。

小
・
中
学
校
校
外
学
習	

保
護
者
負
担
の
軽
減
を

　

物
価
高
騰
が
進
み
、

小
・
中
学
校
の
校
外
学
習
の

保
護
者
負
担
が
重
く
な
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
公
費
負
担

の
考
え
は
。

　
今
後
も
各
学
校
と
と
も

に
、
継
続
的
に
負
担
の
軽
減

に
努
め
る
。
ま
た
、
就
学
援

助
制
度
を
は
じ
め
と
し
た
支

援
制
度
の
適
切
な
運
用
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

て
い
る
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
聞
き
設
置
す
べ
き
楽
器
を

検
討
す
る
。 

給
水
ス
ポ
ッ
ト
の	

設
置
を

　
プ
ラ
ご
み
削
減
や
熱
中

症
対
策
の
た
め
、
公
共
施
設

に
マ
イ
ボ
ト
ル
用
給
水
ス
ポ

ッ
ト
の
設
置
を
。

　
環
境
や
健
康
面
に
効
果

的
だ
が
費
用
や
衛
生
面
が
課

題
で
あ
る
。
必
要
性
や
効
果

を
検
証
し
各
施
設
と
協
議
し

検
討
す
る
。

災
害
時
に
お
け
る	

子
ど
も
の
居
場
所
を

　
避
難
所
に
お
い
て
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

ス
ペ
ー
ス
、
遊
び
や
学
び
の

た
め
の
場
所
の
確
保
は
。

　
子
ど
も
の
遊
び
や
学
び

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
地
域
防

災
計
画
等
に
明
確
に
位
置
付

け
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な

中
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
「
災

害
時
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
の
手
引
き
」
を
策
定
し

た
。
本
市
で
も
令
和
10
年
度

か
ら
11
年
度
に
予
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

の
中
で
、
子
ど
も
の
居
場
所

の
確
保
に
つ
い
て
明
確
に
位

置
付
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

どんな困りごと
でも相談できる

整備計画づくりが進む上福岡駅東口駅前広場運ぶのも一苦労

商店会の街路灯と
防犯カメラ

塚
越　
洋
一 

議
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
の
処
遇
改
善

　
人
材
確
保
困
難
時
代
に

向
け
、
生
活
給
の
保
障
、
定

期
昇
給
な
ど
支
援
員
の
処
遇

改
善
を
。

　
子
ど
も
た
ち
が
慣
れ
親

し
ん
だ
支
援
員
が
勤
務
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
通
じ
労
働
環
境
を
確

認
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者

が
安
定
し
た
運
営
を
継
続
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い

る
。中

学
校
給
食
の
無
償
化
を

　
近
隣
自
治
体
で
次
々
と

実
施
し
て
い
る
中
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
。

　
各
自
治
体
が
競
う
よ
う

に
取
り
組
む
も
の
で
な
く
、

国
の
施
策
と
し
て
統
一
的
に

実
施
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
引
き
続
き
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

地
蔵
街
道
の
歩
道
と	

交
差
点
の
整
備

　
隅
切
り
・
歩
道
拡
幅
・

電
柱
の
移
動
等
で
き
る
も
の

か
ら
改
善
を
。

　
土
地
利
用
の
変
換
や
開

発
の
際
に
必
要
性
を
説
明
し
、

用
地
の
確
保
が
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
く
。

市
民
憩
の
森
の
存
続
を

　
市
街
地
に
残
さ
れ
た
貴

重
な
緑
の
空
間
で
あ
る
。
市

が
買
い
取
る
べ
き
で
は
。

　
購
入
は
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
。
開
発
の
動
向
等

を
踏
ま
え
、
市
が
所
有
す
る

土
地
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

急がれる支援員の処遇改善

北野地区から上福岡駅への道
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原
田　
雄
一 

議
員

福
岡
中
学
校

改
修
工
事

小
林　
憲
人 

議
員

気
楽
に
で
き
る

環
境
政
策
を

市民・都市常任委員会視察調査報告

上下水道インフラの老朽化対策と農業振興を学ぶ

議会運営委員会視察調査報告

さらなる議会活動の活性化

　
本
来
は
議
会
の
議
決
後

に
工
事
が
着
手
さ
れ
る
は
ず

だ
が
、
議
決
前
に
工
事
が
着

手
さ
れ
た
経
緯
は
。

　
国
土
交
通
省
の
設
計
変

更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て

工
事
主
管
課
で
は
変
更
契
約

の
手
続
を
行
っ
て
き
た
。
変

更
契
約
の
議
決
が
必
要
な
工

事
で
あ
っ
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
運
用
が
適
用
さ
れ
る
と

し
た
解
釈
の
誤
り
が
議
決
前

着
手
の
一
因
と
な
っ
た
。

　
福
岡
中
学
校
以
外
で
の

議
決
前
工
事
は
。

　
調
査
し
た
と
こ
ろ
15
件

あ
っ
た
。

　
市
民
へ
周
知
は
。

　
不
適
切
な
事
務
執
行
に

つ
い
て
、
市
長
の
謝
罪
を
含

め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

た
。大

井
・
苗
間
第
二
地
区

の
将
来

　
現
在
の
苗
間
地
区
の
道

路
は
、
狭
あ
い
で
曲
が
り
く

ね
り
大
変
危
険
で
通
り
に
く

い
が
区
画
道
路
を
設
置
し
な

く
て
よ
い
の
か
。

　
権
利
者
と
調
整
を
進
め

て
き
た
が
、
一
部
の
権
利
者

の
承
諾
に
と
ど
ま
り
、
他
の

権
利
者
か
ら
の
承
諾
を
得
ら

れ
ず
、
地
区
施
設
道
路
を
位

置
付
け
る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
た
。

　
大
井
・
苗
間
第
二
地
区

は
、
都
市
計
画
道
路
を
廃
止

し
て
区
画
道
路
も
設
け
な
い

で
開
発
が
進
み
、
大
丈
夫
な

の
か
。
元
県
都
市
整
備
部
長

で
あ
る
副
市
長
の
見
解
は
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
地
域

の
特
性
を
み
な
が
ら
、
地
元

の
意
見
を
踏
ま
え
考
え
て
い

く
。

　
広
く
市
民
に
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
涵か

ん
養よ

う
し
て
い

く
う
え
で
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の

推
奨
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ト
ル

の
開
発
を
し
て
は
。

　
環
境
基
本
計
画
及
び
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

の
中
で
、
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園	

制
度
を
よ
り
良
く

　
保
護
者
の
喜
び
の
声
が

あ
る
一
方
、
現
場
を
担
う
保

育
士
か
ら
は
負
担
が
増
え
た
、

リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
認
識
は
。

　
対
応
の
困
難
さ
や
面
談

な
ど
の
調
整
の
難
し
さ
が
あ

る
。
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
、
今
後
の
改
善
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

老
障
介
護
の
対
応
に	

早
期
対
応
を

　
新
高
額
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
給
付
費
の
対
象
者
に
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
か
け
て
い

く
べ
き
で
は
。

　
手
続
が
困
難
に
な
る
前

の
段
階
か
ら
、
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

生
き
生
き
と	

働
け
る
環
境
を

　
教
職
員
の
負
担
軽
減
や

教
職
員
を
守
る
た
め
に
、
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
を

し
て
は
。

　
現
場
に
お
け
る
相
談
内

容
や
件
数
の
動
向
、
費
用
対

効
果
な
ど
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
慎
重
に
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。

　議会運営委員会では、7月15日及び16日の日程で石川県加賀市と能美市を訪れ、
議会活動の活性化についての視察研修を行いました。

　市民・都市常任委員会では、7月22日及び23日の日程で福島県会津若松市と会津美里町
を訪れ、上下水道インフラの老朽化対策と農業振興について視察研修を行いました。

加賀市での視察の様子

会津若松市での視察の様子

配信のほか、意見交換会の様子を要約し配信してい
るということだった。さらに地元紙やケーブルテレ
ビとも連携し、市民に向けて積極的に議会情報のア
プローチを行っていた。
　両市議会において議会広報紙が市民の声を反映し、
カラー化や写真、市民記事を充実させた魅力的なも
のとなっていた。
　本市議会も市民参加、情報公開、運営効率化、議
会だよりの充実に努めていきたい。

では、営農経費約28％の軽減、作物生産
額約24％の向上を目指していた。また、
担い手不足や農家の高齢化などに対応する
ため、新規就農者への補助や地域おこし協
力隊の受入れ、スマート農業を推進してい
た。地域計画はワークショップ形式で策定
し、集落ごとの現状や課題を共有していた。
　今回の視察で学んだことを、本市ででき
ることから生かしていきたい。

　加賀市議会では、住民参画を促すため、対象別議会やオンライン意見交換会、議会だより市民
モニター制度、市民アンケート、出前講座を実施していた。また独自の取り組みとして計画・手
順や経過・実行・検証・改善を組み合わせたPPDCAサイクルを導入し、議会改革や議会活動の
検証・改善を行っていた。
　能美市議会では、議員間討議を議会基本条例に明記して行っていた。また電子採決やオンライ
ン委員会の開催など議会DXを推進し、動画配信についても積極的に取り組み、本会議のライブ

　会津若松市では、人口減少に伴う水道使用量や料金収入の減少、施設の老朽化、技術者不足な
どヒト・モノ・カネの課題について説明を受けた。対策として、AIを用いた管路劣化度診断や
IoTを活用した監視型漏水調査、高校生への出前講座、広域連携などに取り組み、効率的な施設
更新や有収率の改善を進めていた。
　会津美里町では、水稲と高収益な園芸作物を組み合わせた複合経営が行われていた。圃

ほ

場
じょう

整備

山
田　
敏
夫 

議
員

旧
江
戸
屋
の

利
活
用
計
画

　
文
化
財
と
し
て
の
旧
江

戸
屋
の
利
活
用
計
画
は
。

　
旧
江
戸
屋
の
建
物
は
、

明
治
初
期
の
建
築
と
伝
え
ら

れ
、
明
治
26
年
に
作
ら
れ
た

旧
江
戸
屋
の
家
相
図
に
も
描

か
れ
る
主
屋
と
穀
蔵
の
２
棟

と
、
個
人
所
有
と
な
っ
て
い

る
文
庫
蔵
１
棟
の
３
棟
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
で
も
貴
重
な
明
治
時

代
の
景
観
を
残
す
歴
史
遺
産

の
文
化
財
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
、
文
化
財
の

指
定
と
併
せ
て
福
岡
河
岸
一

帯
で
の
保
存
整
備
、
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

新
河
岸
川
沿
い
の	

斜
面
林
の
管
理

　
貴
重
な
緑
の
斜
面
林
が

雑
木
な
ど
で
密
集
し
、
荒
れ

た
状
態
で
不
法
投
棄
の
場
と

も
な
っ
て
い
る
。
適
切
な
管

理
を
し
て
は
。

　
定
期
的
な
樹
木
剪
定
や

管
理
上
支
障
と
な
る
枯
れ
枝

や
雑
木
の
処
理
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
緑
地
公
園
全
体
の

整
備
計
画
を
策
定
し
、
専
門

家
の
知
識
や
意
見
を
取
り
入

れ
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

旧江戸屋

議決前工事の普通教室
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高校生議会 総務・教育常任委員会意見交換会

高校生が描く「もっと住みやすいふじみ野市」 不登校支援の充実を求めて

　市立介護予防センターで運営事業者と介護予防の取り組みや利用状況、地域
との連携など、今後の取り組みについて意見を交わしました。

　７月30日に高校生と市議会議員が直接意見を交わす「高校生議会」を開催し
ました。グループワークや議場での発言を通して、高校生ならではの視点から
まちの未来について考えました。

　不登校児童・生徒の保護者との意見交換会で、経済的支援や進路情報、居場所、
保護者支援などについて質問や要望が出されました。

生活・福祉常任委員会意見交換会

介護予防について意見交換

介護予防センターの施設見学

議場で記念撮影をする高校生と議員 意見交換会の様子

ふじみ野っ子まつりに来ていた小学生に、好きな教科やイベントの感想などを聞きました。

連 載 企 画
子どもたち子どもたちにに聞きました聞きました

子どもたちの夢とまちへの思い
ふじみ野っ子の好きなこと・楽しかったこと

岩
いわ

﨑
さき

 彩
さ

楽
ら

さん 眞
ま

栄
え

田
だ

 朔
さく

さん

　好きな教科は何ですか。
　さくさん　社会科が好きです。

　　さらさん　�図工が好きです。絵を描くのが好
きで、地元のお祭りのマスコット
キャラクターを描いたこともあり
ます。でも将来はかっこいいので
弁護士になりたいです。

　今日のイベントで楽しみにしていたことは。
　さくさん　�市長とのじゃんけんが楽しかった

です。勝ったのがうれしかったで
す。賞品ももらえました。

　　さらさん　�私も市長とのじゃんけんです。負
けちゃったけど、市長さんの似顔
絵を描いて渡せてよかったです。

　いつも何をして遊んでいますか。
　さくさん　�友だちとおしゃべりをしたりして

います。
　ふじみ野市の好きなところは。
　さらさん　�いろんな施設に行きますが、勉強

できる場所があるのがいいなと思
っています。

　意見交換では、次のような意見が出された。
◦�利用者の男女比に差があり、男性利用者の参加
促進が今後の課題
◦�地域団体や自治会、大学等との連携をさらに広
げる必要性
◦�40代・50代から健康づくりや食生活、社会参
加への意識を育み、介護予防につなげる取り組
みが必要
◦�体力や時間など、それぞれの状況に応じて参加
できる事業の充実

利便性向上など、身近な生活に関する提案も出
された。一方で、公共施設がきれい、都心から
アクセスしやすいなど、まちの良さを評価する
声もあった。
　最後は、議場での高校生の発表を受けて、議
員が講評を行い、それぞれの意見や着眼点につ
いて感想を伝えた。
　高校生と議員が、ふじみ野市の未来を考える
貴重な機会となった。

内の居場所となる支援ルームの利用可能
日程の周知や支援員の充実を求める意見
が出された。
　さらに、スクールソーシャルワーカー
の体制強化、保護者同士がつながり情報
交換できる場の確保、学校生活での合理
的配慮、健康診断を受けられる仕組み、
放課後等デイサービスの利用負担軽減な
どについても、声が寄せられた。

　6月30日に介護予防センターを視察し、令和7年度に実施した先進地視察や本年第1回定例会
での高齢者福祉に関する審議内容の報告及び運営事業者との意見交換会と施設見学を行った。
　事業内容や利用状況について説明を受け、運動・栄養・社会参加を柱とした取り組みのほか、
利用者同士の交流や菜園ボランティアなど、地域とのつながりを生む活動について理解を深める
ことができた。

　高校生は議会の仕組みについて説明を受けた後、「ふじみ野市を住みやすいまちにするには」と
「ふじみ野市に欲しいもの」をテーマに議員とともにグループワークを行った。日頃感じている
ことや、これからのまちに期待することについて活発に意見を交わした。
　高齢者と関わる機会を増やしたい、子どもたちが楽しく過ごせる公園や場所が欲しい、ごみを
少なくしたい、といった意見のほか、公共交通の充実や道路整備、市内循環ワゴンふじみん号の

　７月29日に行われた意見交換会では、子どもや保護者が抱える様々な課題について、質問や
要望が出された。経済的支援では、フリースクール利用料や送迎費、保護者の就労制限などの負
担を踏まえた支援制度の検討や、登校状況に応じた給食費の日払い対応などを求める意見や、進
路情報を得る機会として、通信制高校やサポート校などを集めた相談会や個別相談の開催、学校
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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。

議会広報常任委員会
 委 員 長　床井　紀範
　委　員　小林　久美
　委　員　前田　広子
　委　員　鈴木　美恵

副委員長　古越　孝子
　委　員　田中　早苗
　委　員　鈴木　宏樹

9月定例会の傍聴者は62人でした。
次の定例会の
開  会  予  定：  
市役所 4階議場で開催します

11月30日 午前9：30～

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映やSNSもご覧ください。
ふじみ野市議会 検索

請願締切予定：11月20日  午前10：00請願締切予定：11月20日  午前10：00

表紙の題字を書いてくれた人
福岡中学校３年生  近

こん
野
の
　未

み
来
らい
さん

　9月に新しい市立博物館が開館しました。長く資料館に携わ
ってきた私にとっても、今回の開館は感慨深い出来事です。歴
史を学ぶことは、過去を知るだけではありません。なぜ今の
まちがつくられてきたのかを知ることで、これからのまちづく
りや行政運営を考える視点にもつながります。
　今回の定例会では、前年度の決算を審査しました。税金が
適正に使われたのか、事業が本来の目的に沿って行われたの
か。一つひとつの事業について、その先にある市民の暮らしを
思い浮かべながら質問することの大切さを改めて感じました。
　これまでを知り、今を見つめ、これからを考える。
　そんな視点を大切にしながら、これからも皆さんに身近に
感じていただける議会だよりを目指していきます。�（小林久美）

編集委員が
インタビュー !

表紙：働く人シリーズに寄せて

かき氷屋さんかき氷屋さんに伺いましたに伺いました

Q	かき氷店を始めたきっかけは何ですか。
A	 昔からかき氷が好きで、食べ歩きもしていまし

た。いつか自分のお店を持ちたいと思い、まず
カフェ経営を学びました。自分の好きなものを
仕事にしたいと思い、都内のかき氷専門店で修
行したことが、お店を始めるきっかけになりま
した。

Q	メニューはどのように考えているのですか。
A	 思いついたアイデアはいつもスマホにメモして

います。それを実際に試作して、味を確かめな
がらメニューにしています。期間限定メニュー
は週替わりで出すこともあります。食べること
はもちろんですが、作ることのほうが好きなん
だと思います。

Q	大切にしていることは何ですか。
A	 お客様に飽きずに楽しんでいただくことと、自

分のお店らしさを大切にしています。ＳＮＳな
どではいろいろな意見がありますが、それだけ
に左右されるのではなく、自分が作りたいと思

うものに挑戦しながら、新しい味を届けていき
たいです。

Q	かき氷は夏のイメージですが、冬も楽しめるも
のですか。

A	 一年を通して楽しんでいただけます。冬は冬な
らではの食材があり、季節に合わせたメニュー
を作ることができます。夏だけではなく冬にも
かき氷を食べたいと思っていただけたらうれし
いです。

Q	最後に皆さんへ一言お願いします。
A	 かき氷は季節によって

いろいろな味を楽しめ
ます。これからも新し
いメニューに挑戦しな
がら、自分のお店らし
いかき氷を作っていき
たいと思います。

	 　ぜひ一年を通して楽
しんでください。 原

はら
 瑞
みず

稀
き

さん

　私は中学１年生から所属している吹奏楽部で、
バスクラリネットを始めました。現在は、ソロコ
ンテストに挑戦し、日々練習をしています。将来
は、より多くの人にバスクラリネットの魅力を伝
えていきたいです。

編集後記
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